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（1）当社の紹介

社 名 Ｆ－ＬＩＮＥ株式会社

本 社 〒104-0032 東京都中央区八丁堀三丁目3番5号

設 立 1952年10月2日

資本金 2,480百万円

売上高 854億円
事業内容 貨物自動車運送事業／貨物利用運送事業／倉庫業／通

関業／港湾運送事業 等
従業員数 1,820名（2021年3月末時点）

※上記人数には、役員・嘱託・受入出向者および契約社員
は含んでおりません。

車両台数 535台（2021年3月末時点）

Ｆ－ＬＩＮＥ株式会社は2019年4月に食品メーカー5社、味の素株式会社、ハウス食品グループ本社株式会社、カゴメ株式
会社、株式会社日清製粉ウェルナ、日清オイリオグループ株式会社の出資により、味の素物流株式会社、カゴメ物流サービス株
式会社、ハウス物流サービス株式会社（事業の一部）の物流事業を統合して誕生した会社です。
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（2）荷主から見たモーダルシフト化へ向けた要求事項

・「地球温暖化対策推進法」 令和3年改正

・「2024年問題」でのトラック輸送の限界

①モーダルシフトへの転換
②持続可能な物流ネットワークへの見直し（在庫拠点・複線化複々線化）
③輸送リードタイムの延長

これらの課題解決の手段
「安心安全」「環境」「品質」「コスト」の視点を考慮

2



（3）荷主側面から見た鉄道輸送の印象

① 事故、遅延、運休などの運行トラブルが多い（ほかの輸送モードとの比較）
② 商品事故が多い
③ 輸送障害（災害・事故）などが発生確率が高い
④ どこに依頼するのかが解りにくい
⑤ 料金体系が解りにくい
⑥ 貨物列車のダイヤが解りにくい
⑦ 輸送障害（災害・事故など）発生時の復旧状況が解りにくい
⑧ 空き枠情報が解らない（旅客列車の満席情報のようなものがない）
⑨ 鉄道輸送の仕組みが解りにくい
⑩ 環境にやさしい輸送であることの理解されていない など
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（4）輸送モード別比較

項目 ＪＲ貨物 トラック 船舶（トレーラー）

〇 ◎ △
5ｔ、10ｔ単位での選択が可能
（12ﾌｨｰﾄ、31ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅなど）

2ｔ、4ｔ、10ｔなど貨物の量に合
わせて車両選択が可能

1台当たり20ｔ単位で一度に大量
輸送が可能

△ 〇 ◎
レールの継目、フォークリフト荷役な
どでの擦れや破損 急ブレーキによる荷崩れなどが発生 極めて少ない（横揺れ防止装置

など）

ＣＯ2削減 ◎ ✕ 〇

所要時間 〇 ◎ △

△ 〇 〇
輸送障害多し 渋滞リスクあり 航路によって大差あり

✕ 〇 ◎
冠水、信号故障、災害他で最大
数週間以上

高速道路・トンネル等の通行止め
（迂回路は多数あり） 天候回復後すぐ

△ 〇 △
貨物駅からの距離によって変わる
解りにくい料金体系

現状では優位性が高いが、今後の
上昇が予測される 港湾からの距離によって変わる

輸送単位

輸送品質

定時性

障害発生から
の回復

コスト
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輸送障害（災害・事故）などが発生確率が高い

2018年西日本豪雨影響による山陽線の不通期間の長期化
直近では2022年1月大雪被害、山陽線脱線事故などが発生

出典：ＪＲ貨物社ＨＰより

天候や災害に強い鉄道への変換
天候や災害発生後の復旧スピードの迅速化

（5）－① 鉄道貨物輸送の今後に希望すること
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（5）－② 鉄道貨物輸送の今後に希望すること

リードタイム延長に対応する駅構内設備の拡充
駅構内積み替え施設の拡大と整備

集配車両が準備できない
リードタイムに間に合う列車がない
輸送枠がいっぱい
コンテナが不足（31ｆコンテナの場合）
など

【鉄道輸送を依頼した場合に利用できない理由】
貨物駅での積み替え実施
リードタイムの変更
他の輸送モードの選択

【荷主側としてとれる対応】

盛岡貨物タ 倉賀野駅 吹田貨物タ
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誰でも解りやすい表現（トラブル発生時対応、ダイヤ、空き枠情報など）

（5）－③ 鉄道貨物輸送の今後に希望すること

早急な改善を望む！
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出典：ＪＲ貨物社ＨＰより

どのような輸送障害なのか？ 現在どこを走行しているのか？ 停車中の列車の動く見込みはどうなのか？
24時間手配の意味は？など、一般の方では解らない表現が多すぎる。



「エコレールマーク」の社会的地位の向上とエコシップマークと同様な施策や運用方法の整合性の検討
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「エコレールマーク」の運用方法変更など

（5）－④ 鉄道貨物輸送の今後に希望すること



ありがとうございました


